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　2012 年 6 月 28 日，福島市にある“コラッセ
ふくしま”を会場として製薬放射線研修会が，
翌 29 日には，技術紹介及び見学会が開催され
た（写真 1）。東日本大震災とそれに伴う東京
電力福島第一原子力発電所事故から 1年 3か月
余りが経過したが，約 70 km 離れた福島市内
においても，マスクをしている方が多く見受け
られ，震度 4程度の地震がいまだに高頻度に発
生し，ホテルでは室内の線量率が掲示されるな
ど，実際に福島県に足を踏み入れることで事故
の影響の大きさを強く感じた。今回，2日間に
わたり，内容が盛りだくさんの研修会に参加し
たので，その様子を紹介する。

　「 最近の放射線規制動向および改正法令につ

いて」

　　臼井　暁子（ 文部科学省放射線規制室　廃
止措置確認専門官）

　　内田　祐棋（文部科学省放射線規制室）
　2012 年 4 月 1 日に施行された放射線障害防
止法の改正概要について説明がなされ，特に今
回は「廃止措置の強化」を中心に講演された。
廃止措置に関する変更の中で最も大きな変更点
は，廃止措置期間 30 日の撤廃である。従来，
廃止後 30 日以内に廃止措置報告書を提出する
ことが義務付けられていたが，実際には，廃止
措置を 30 日以内に終了させることは不可能に
近い状況となっていた。そこで今回の改正で
は，あらかじめ廃止届及び廃止措置計画書の提

出が義務付けられたが，30 日にこだわらず，
計画に沿った廃止措置実施が可能となったこと
から，RI 施設廃止は非常に実施しやすくなっ
たと思われる。ただし，提出した廃止措置計画
の日程を超える場合には，変更申請が必要とな
るため，施設の汚染状況の事前調査を実施し計
画立案することが必須と思われる。また，本変
更により廃止措置期間が長くなるため，廃止措
置中のトラブル等の報告義務及び立入検査実施
も盛り込まれている。

　「原発事故後の福島復興への取り組み」
　　茂木　道教（（株）日本環境調査研究所）
　宮城県及び岩手県も今回の震災によって大き
な被害を受けたが，両県共に復興に向けた取り
組みが着実に進んでいる。しかしながら，福島
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なら，科学的に見て健康を害することはなく安
全だ」と述べる正統派の科学者の声がすっかり
影を潜めた。これは，マスコミが流す情報は，
食品や電化製品などと何ら変わりない商品であ
り，売れなければ，意味をなさない。つまり，
いくら正論を伝えたところで，その情報が売れ
なければ，言論の自由はないということであっ
た。今回の福島第一原発事故の場合，売れる情
報とは国民が好む情報であり，世論に沿った情
報が売れることになる。放射能のリスクに関し
て，「原発による死者はゼロ，石炭や石油火力
は採掘の過程で何百人も死亡したり，原油流出
事故が起こったりしており，環境への影響は原
子力より大きい」といった科学的な情報を流し
ても，原発事故の後では，反原発あるいは脱原
発という世論の主流を無視しては成り立たな
い。この流れを変えるためには，行政と専門家
が，説明に必要な情報とデータを蓄積し，放射
線に対するリスクをしっかりと国民に伝え続け
ていく必要があるとのことだが，たやすいこと
ではないだろう。

　「国内 14C-MD試験実施の概要と今後の課題」

　　野沢　耕平（ 積水メディカル（株）　薬物動
態研究所）

　国内で実施された 14C ラベル体を用いた 5試
験のうち 2試験のマイクロドーズ（MD）試験
の概要が報告された。1件目の試験は，アセト
アミノフェンとプロベネシドの相互作用試験で
あり，2件目の試験は，CYP2C9 遺伝子多型で
層別化したトルブタミドの薬物動態試験であっ
た。2試験の結果により，MD臨床試験をすべ
て国内インフラによって実施できることが実証
できたとのことであった。MD臨床試験の今後
の課題として，cGMP（current Good Manufactur-
ing Practice；医薬品等の製造品質管理基準）に
準拠した製剤化をどうすればよいか，被ばく量

県は，福島第一原子力発電所の事故により，多
くの地域が汚染されてしまったため，どのよう
に復興に向けて取り組めばよいか全く分からな
い状況が続いているとのことであった。そのよ
うな中でも，日本政府及び福島県は，福島県復
興に向けた基本方針を提言し，少しずつではあ
るが取り組みが進められている。エネルギー産
業の創出に関しては，具体的な話が出てきてお
り，メガソーラー群の建設により，2040 年ま
でに再生可能エネルギーによる県内自給率 100
％を目指すとのことであった。また，福島県に
は汚染されている田が 1万 ha あり，今後，こ
れらの場所で作られた米が，汚染検査で問題が
なかったとしても今まで通り販売できるとは考
えにくいため，多収穫米を作付けし，これをバ
イオエタノール製造に用いることも考えられて
いる。このように，復興に向けて動き出してい
る部分もあるが，具体的な話が出てきている例
はまだまだ少なく，風評被害の問題を含めて，
解決しなければならない問題が山積みされてい
る。福島県の復興には長い年月が掛かることは
間違いない。今後とも日本国民が「福島を忘れ
ずにいる」ことが大事なことではないだろうか。

　「正しいリスクの読み方と伝え方」
　　小島　正美（ （株）毎日新聞社　生活報道部  

編集委員）
　福島第一原子力発電所で事故が起きてから 1
年以上の月日が経過しているにもかかわらず，
多くの専門家が，一般市民に対し，放射線の危
険性について，何が信頼できる情報なのか，正
しい情報なのかを含め，正しく伝えることがで
きていない。なぜ，専門家の声が聞こえてこな
いのか。その原因の一端がマスコミにあるとい
うことであった。事故後 1～2か月間は新聞と
テレビの対応は一部を除き比較的冷静であった
が，2011 年夏以降は，「現状程度の放射線汚染
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東日本大震災の際には，地盤沈下を含め建物へ
の大きな被害を受けたが，幸い加速器本体には
大きな影響がなかったことから，業務を継続で
きているとのことであった。見学会では，試料
を前処理及び調製してグラファイト化するまで
の流れ，加速器本体について担当者からの詳細
な説明があり，その場で活発な質疑応答が繰り
広げられた。実物を見ながら説明を受けること
で理解不足を補うことができた。「百聞は一見
にしかず」である。

　製薬放射線研修会では，このような見学会が
毎回企画されているようなので，参加すること
で，実際に使用されている機器等を見ることが
でき，また研究者の生の声を聞くこともできる
ことから，多くの有益な情報を得られると感じ
た。次回研修会は，2013 年 6 月に関西で開催
予定とのことですので，皆さん一度参加されて
みてはいかがでしょうか。
 （塩野義製薬（株）・医薬研究本部・
 放射線安全管理グループ）　　 　

評価の手法・評価システムは適切かという点が
挙げられていた。

　「新薬開発における AMSの役割と課題」

　　濱邊　好美（（株）加速器分析研究所）
　 加 速 器 質 量 分 析 法（Accelerator Mass 
Spectrometry（AMS））とは，分析試料自身を
加速し，イオンビームとして質量分析を行う手
法であり，生体試料分析用機器に関しては，国
内では（株）加速器分析研究所に唯一設置されて
いる。本分析方法の特徴としては，炭素同位体
の直接計測による高感度測定が可能であり，微
量分析に威力を発揮するとともに，試料がCO2
に変換できるものであれば解析が可能であるた
め，血液，糞，臓器等の生体試料だけでなく，
HPLC（High Performance Liquid Chromatography）
溶出液，二次元電気泳動ゲル，元素分析後の排
出ガスといったサンプルも解析が可能な点だ。
さらに，代謝物分析や未知代謝物発見が可能で
あることも大きな特徴となっている。AMSで
は，14C 以外の影響を受けないことから，ほか
の測定法との併用が可能となる。今回，PET
との併用試験の検討についての報告がなされ，
薬効評価及び動態試験を同時に実施することが
可能であり，今後有用な技術になり得るとのこ
とであった。このように，AMSは，高感度，
微量分析が可能であるため，マイクロドーズ試
験を cold 対応で実施できること，他試験との
併用が可能であるため，被験者への負担が軽減
できることなどの特徴を有しており，今後，注
目していくべき解析法である。

　2日目の午後は（株）加速器分析研究所・本宮
分析センターの見学会が行われた（写真 2）。
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写真 2　加速器分析研究所前にて




